
                                  

教授会議事要旨（案） 
 
日 時  令和７年１月１５日（水） １３：００～１５：００ 
場 所  会議室とZoom のハイブリッド方式 
 

兵藤、安田、木村、小島、佐藤（正）、河村、羽角、佐藤（克）、青山、伊藤（進）、沖野、

横山（祐）、井上（広）、阿部、渡部、今須、小畑、牧野、小川、鈴木、森田、北川、岡(英) 
芦、藤尾、伊賀、小松、狩野、伊藤(幸)、田中、福田、黒田、吉澤、山口、新里、西部、 
坂本、吉森、乙坂、神田、宮川、塩崎、峰岸、井上（潤）、早川、今田、高木 
平林、平井、横山（千）、栗栖 
 
以上５１名 
オブザーバー：川口、高木(亙)、渡邊、長澤 
事務部：門馬、伊藤、小松、中村、大平 
 
 

【資料一覧】 
（資料１）研究科長・学部長・研究所長合同会議（12/17、1/17） 
（資料２）予算委員会（12/17、1/17） 

（資料３）国際卓越研究大学構想策定委員会（1/7） 

（資料４）令和６年度第５回研究船共同利用運営委員会研究船運航部会（12/12、12/13） 

（資料５）令和７年度第２次配分等ヒアリングおよび令和８年度概算要求(教育研究組織改革分)の構想 

     の資料提出について                                                  

（資料６）内田海洋基金海洋科学特定共同研究員の受入について 

（資料７）研究実習生の受入について 

（資料８）外部資金の受け入れについて 

（資料９）高齢者特例の申請について 

（資料１０）部局別個別施設計画（案）について 

（資料１１）２０２５年度気候と社会連携研究機構参画教員について 

（資料１２）外国人研究員の受入について 

（資料１３）令和７年度教授会開催日程案 

（資料１４）教授会教育支援経費について 

（資料１５）研修等一覧 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



                                  

１．１２月１８日（水）開催の教授会議事要旨（案）は承認された。 
 
２．報告事項 
（１）所長から資料１に基づき研究科長・学部長・研究所長合同会議（12/17、1/7）について報告があ

った。 

 
（２）所長から資料２に基づき予算委員会（12/17、1/7）について報告があった。 
 
（３）所長から資料３に基づき国際卓越研究大学構想策定委員会（1/7）について報告があった。 
 
（４）伊藤進一教授から資料４に基づき令和６年度第５回研究船共同利用運営委員会研究船運航部会 

（12/12、12/13）について報告があった。 
 
（５）佐藤克文教授から第６回国際・地域連携研究センター運営委員会（12/20）について報告があった。 
 
（６）小畑教授から資料５に基づき令和７年度第２次配分等ヒアリングおよび令和８年度概算要求(教

育研究組織改革分)の構想の資料提出について報告があった。 

 

（７）安田教授から資料６に基づき内田海洋基金海洋科学特定共同研究員の受入について報告があっ

た。 

 

（８）横山教授から資料７に基づき研究実習生の受入について報告があった。 

 

（９）所長から資料８に基づき外部資金の受け入れについて報告があった。 

 
（１０）その他 

１）所長から資料９に基づき高齢者特例の申請について報告があった。 

 

  ２）門馬事務長から資料１０に基づき部局別個別施設計画（案）について報告があった。 

   

３．審議事項 

（１）渡部教授から資料１１に基づき２０２５年度気候と社会連携研究機構参画教員について説明があ

り、審議の結果承認された。 

 

（２）所長から資料１２に基づき外国人研究員の受入について説明があり、審議の結果承認された。  

 

４．その他 

（１）所長から資料１３に基づき令和７年度教授会開催日程案について説明があった。 

 

（２）所長から資料１４に基づき教授会教育支援経費について説明があった。今後本経費の徴収は行わ 

ないこととなった。 

 

（３）所長から大気海洋研究所共同利用に関するシンポジウムについて説明があった。 
 

（４）所長から資料１５に基づき研修等一覧について説明があった。 

 

事前に登録のあった議題に加えて、以下の案内があった。 

（５）鈴木教授から博士論文公開発表会(2/14)について案内があった。 
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